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活動の基本目的

・消費者サイドのセルフ コ スメタリー商品取り込み状況を把握し、 新ブランド コ ンセプト開発活動を考える。

・研究活動の実施に当り、 ヤング層の実状、 意識情報抽出と並行し、 シニア O L 、 キャリア O L 層からの美容オピニオングループの意識、 ブランド認識成長過程情報（ヒストリーのきっかけ）
も合わせて収集し、 今後のバラエティチャネル向けター ゲット像の明確化と コ スメタリーニーズ発展の方向性策定に役立てる。

・また、 本活動対象モニターより、 新ブランドのためのオピニオン抽出（特化した コ スメタリ一 保有者）も合わせて意識し、 新ブランド コ ンセプト開発のための消費者チームをキープする。

活動の狙い 対象者／調査方法 調査内容 結果に基づく策定の方向性

． コ スメ経験豊富なリ ー ダーに対し

時系列で コ スメヒストリーを把握
消費者の コ スメ選択意識を総括的に
捉える

圃商品チャネルサーベイ結果から
出した方向性（仮設）に対する意識

抽出＝プレ検証活動

・現在または過去にV S にて商品購入が活性

している
． コ スメ購入にかける予算も大きく、 選択行動

にこだわり（楽しみ）があること
・いろいろなチャネルでの購入が活性化している
・各分野（スキシケア～へ7>!7)において関心が高く

いろいろなアイテム使用経験も豊富
女 20 ～ 3 0 代 コ スメオピニオン
食事前アンケー ト／G Iの併用

①パー ソナルプロフィール

②美容興味、 ニー ズ活性ヒストリー

と背景
③目的別商品取り込みヒストリー

④各種ブランドイメー ジ認識経緯
⑤セルフチャネルの位置づけ変遷

⑥ブランド展開の方向性に対する
コ メント

ロセルフ コ スメを取巻く環境の把握。

過去・現状から今後を予測する。
口展開すべきセルフブランドの方向性の

具体化
ロター ゲット像の仮設

・ター ゲット層であるヤング層の コ スメ
＝特にセルフ コ スメに対する実状把握
ex）商品へのこだわり、 チャネルへの

こだわり、 コ スメに対するニー ズ
とその背景など

国各分野（スキシケア～へアケア）
アイテムに対する消費実状およびケア

（スタイリング）ファッションに対す
る意識

・現V S チャネルブランドの認知状況と
ブランド コ ンセプトに対する関心度の
把握

・現在V S 又は、 バラエティドラッグ、 専門店
にてセルフ商品購入が活性している

・トータル、 スキンケア、 メイクアップアイテ

ムのいずれかにてセルフ商品購入をレギュラ
ーで行っている。

女高校生～ 20 代O L 30 名
食事前に電話スクリーニングを実施

属性別人数は限定せず、 ター ゲット世代の
実状、 プレリサーチを兼ねるものとする。

女アンケー ト郵送法
※アンケートには既存のV S チャネルブランド

のパンフレットを添付し、 受容性をリアルに

収集する

①パー ソナルプロフィール

②各分野別、 購入チャネル、 使用
ブランドの実状

③ コ スメ選択におけるこだわり意識

の背景
④ コ スメ体験ヒストリーと背景
⑤ コ スメ情報について（影響を

受ける要因、 内容）
⑥セルフブランド認知状況、

コ ンセプトに対する使用意向

（受容性）

ロセルフ コ スメに求められる「要素」の

洗い出し（商品面、 チャネル面）
ロター ゲット像（ コ スメ全般に対する

消費行動、 セルフ コ スメに対する
意識）の明確化、 絞り込み。
ター ゲット別にみるブランド開発の
可能性チェック

口効果的なセルフコスメのコミ且ニトショシ方法
口受容されるコシセフ

。
トの具体的要素の抽出
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株式会社ウィズプランニング

https://ebisuplan.com



